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受益者のみなさまへ 
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げ

ます。 
さて、「アライアンス･バーンスタイン・新興国成

⻑株投信Ａコース(為替ヘッジあり)」「アライアン
ス･バーンスタイン・新興国成⻑株投信Ｂコース(為
替ヘッジなし)」は、このたび第18期の決算を⾏い
ました。 

ここに、当期の運用状況をご報告申し上げます。 
今後とも⼀層のお引き⽴てを賜りますよう、お願

い申し上げます。 

●当ファンドの仕組み 
当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

 Ａコース(為替ヘッジあり） Ｂコース(為替ヘッジなし） 
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式 

信 託 期 間 2005年８⽉17日（当初設定日）から2034年８⽉28
日までです。 

運 用 方 針 

アライアンス・バーンスタイン・新興国成⻑株マザー
ファンド受益証券を主要投資対象とし、⻑期的な信託財
産の成⻑を図ることを目標に積極的な運用を⾏います。 
実質外貨建資産について
は、為替ヘッジにより為替
変動リスクの低減を図る
ことを基本とします。 

実質外貨建資産については、
原則として為替ヘッジを⾏
いません。 

主 要 
運 用 対 象 

アライアンス･バーンスタイン・新興国 
成⻑株投信Ａコース(為替ヘッジあり) アライアンス・バーンスタイン・

新興国成⻑株マザーファンド受益
証券を主要投資対象とします。 アライアンス･バーンスタイン・新興国 

成⻑株投信Ｂコース(為替ヘッジなし) 
アライアンス・バーンスタイン・ 
新興国成⻑株マザーファンド 

主として新興国の株式に投資し
ます。 

組 入 制 限 

アライアンス･バーンスタイン・新興国 
成⻑株投信Ａコース(為替ヘッジあり) 

①株式への実質投資割合は、制限を
設けません。 

②外貨建資産への実質投資割合は、
制限を設けません。 

アライアンス･バーンスタイン・新興国 
成⻑株投信Ｂコース(為替ヘッジなし) 

アライアンス・バーンスタイン・ 
新興国成⻑株マザーファンド 

①株式への投資には制限を設けま
せん。 

②外貨建資産への投資には制限を
設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として以下の方針に基づき分配を⾏い
ます。 
①分配対象額の範囲は、経費控除後の利⼦・配当等収入お

よび売買益（評価益を含みます。）等の全額とします。 
②収益分配⾦額は、委託者が基準価額⽔準、市場動向等

を勘案して決定します。ただし、分配対象額が少額の
場合等には、分配を⾏わないこともあります。 

③留保益の運用については、特に制限を設けず、「基本
方針」および「運用方法」に基づいて運用を⾏います。 

 

 

アライアンス･バーンスタイン・新興国成⻑株投信Ａコース(為替ヘッジあり) 
アライアンス･バーンスタイン・新興国成⻑株投信Ｂコース(為替ヘッジなし) 

追加型投信／海外／株式 
第18期(決算日2023年８⽉28日) 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ａコース(為替ヘッジあり) 

Ａコース(為替ヘッジあり) 
○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株  式 
組入比率 

株  式 
先物比率 

債  券 
組入比率 

投資信託 
証  券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 
14期(2019年８月28日) 12,717 200 △12.1 17,726 △ 9.8 97.8 － － － 1,309 
15期(2020年８月28日) 15,457 210 23.2 20,714 16.9 95.3 － － 0.8 1,105 
16期(2021年８月30日) 16,977 290 11.7 23,985 15.8 95.1 － － － 1,551 
17期(2022年８月29日) 13,238 0 △22.0 19,346 △19.3 100.8 － － － 945 
18期(2023年８月28日) 11,827 0 △10.7 18,239 △ 5.7 100.0 － － － 943  

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､｢株式組入比率｣｢株式先物比率｣｢債券組入比率｣｢投資信託証券組入比率｣は実質比率を記

載しております｡ 
（注） 株式組入比率には、新株予約権証券、オプション証券等を含みます。 
（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率｡ 
 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ ％ 
2022年８月29日 13,238 － 19,346 － 100.8 － － － 

８月末 13,077 △ 1.2 19,079 △ 1.4 101.3 － － － 
９月末 11,514 △13.0 16,772 △13.3 98.4 － － － 
10月末 10,887 △17.8 16,196 △16.3 100.0 － － － 
11月末 12,187 △ 7.9 18,220 △ 5.8 91.4 － － － 
12月末 12,210 △ 7.8 18,274 △ 5.5 94.9 － － － 

2023年１月末 13,420 1.4 19,849 2.6 97.5 － － － 
２月末 12,476 △ 5.8 18,330 △ 5.3 102.6 － － － 
３月末 12,712 △ 4.0 18,652 △ 3.6 94.6 － － － 
４月末 12,147 △ 8.2 18,339 △ 5.2 95.7 － － － 
５月末 12,228 △ 7.6 18,268 △ 5.6 101.4 － － － 
６月末 12,483 △ 5.7 18,588 △ 3.9 100.5 － － － 
７月末 12,791 △ 3.4 19,640 1.5 95.6 － － － 
(期  末)         

2023年８月28日 11,827 △10.7 18,239 △ 5.7 100.0 － － －  
（注） 各騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､｢株式組入比率｣｢株式先物比率｣｢債券組入比率｣｢投資信託証券組入比率｣は実質比率を記

載しております｡ 
（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率｡ 
（注） 月末は、各月の 終営業日です。 
 
※ ベンチマークについて 
当ファンドのベンチマークは「MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当金込み、円ヘッジベース）」です。「MSCIエマージング・
マーケット・インデックス（配当金込み、円ヘッジベース）」は、MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当金込み、米ドルベー
ス）をもとに、為替ヘッジに係る費用相当分を考慮して委託会社が円ヘッジベースに換算したものです。ここでは当初設定日（2005年８月
17日）を10,000として指数化しております。MSCIエマージング・マーケット・インデックスは、世界のエマージング諸国の株式市場のパ
フォーマンスを測る指数で、各国の株式時価総額等をベースに算出されたものです。 
当該指数に係る著作権等の知的財産権、その他一切の権利は、当該指数等の開発元または公表元に帰属します。 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ａコース(為替ヘッジあり) 

  
アライアンス・バーンスタイン・新興国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり）(以下「当ファンド」とい

うことがあります。)の運用状況をご報告いたします。 

 

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 上記騰落率は、小数第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首（2022年８月29日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） ベンチマークは、MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当金込み、円ヘッジベース）です。 

 

○基準価額等の推移 

基準価額(分配金(税込み)再投資)は前期末比で下落しました。ベンチマークであるMSCIエマージング・マー

ケット・インデックス(配当金込み、円ヘッジベース)との比較では、同インデックスを下回るパフォーマンス

となりました。 

 

  



品 名：01_90039_110581_110582_018_03_アライアンス・バーンスタイン・新興国成長株投信Ａコース／Ｂコース_978603.docx 

日 時：2023/10/02 17:11:00 

ページ：3 

 

 

－ 3 － 

アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ａコース(為替ヘッジあり) 

○基準価額の主な変動要因 

上昇要因 

・情報技術関連や金融関連などの保有銘柄の価格上昇 

 

下落要因 

・一般消費財・サービス関連やコミュニケーション・サービス関連などの保有銘柄の価格下落 

・為替ヘッジコスト 

 

  
【株式市場】 

新興国株式市場は、前期末比で若干上昇しました（現地通貨ベース）。 

 

期初から2022年10月末にかけては、長期化する欧米の金融引締め姿勢や米ドル高、中国のゼロ・コロナ政策

による不況懸念などから株価は下落しました。11月から2023年１月にかけては、米国の利上げペースの減速観

測や、中国の景気刺激策およびゼロ・コロナ政策終了後の経済回復などが好感され、上昇に転じました。２月

から３月中旬にかけては、米中の地政学的緊張の高まりに加え、世界的な金融不安から、再び軟調に推移しま

した。しかし３月後半には、金融当局の迅速な対応により金融不安が緩和されたことから反発し、その後７月

末にかけておおむね堅調に推移しました。世界的な半導体市場の上昇を背景とする韓国や台湾の株価上昇や、

堅調なマクロ経済を背景とするインドの株価上昇が後押ししました。また、中国政府が７月に景気刺激策を発

表したことも好材料となりました。８月以降期末にかけては、中国経済の回復の遅れや米国の利上げ長期化に

対する懸念から、反落しました。 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ａコース(為替ヘッジあり) 

  
＜当ファンド＞ 

当ファンドはアライアンス・バーンスタイン・新興国成長株マザーファンド(以下「マザーファンド」とい

うことがあります。)受益証券への投資を通じて、主として新興国の株式に分散投資することにより、長期的

な信託財産の成長を目指します。実質外貨建資産については、為替ヘッジにより為替変動リスクの低減を図り

ます。 

 

当ファンドは期を通じて、ほぼ全額をマザーファンド受益証券に投資しました。 

 

＜マザーファンド＞ 

ボトムアップによるファンダメンタル分析を行い、高い利益成長もしくは持続的な利益成長の可能性が高

いと判断される銘柄を厳選します。運用にあたっては、市場のダウンサイド・リスクに注視しながらも、長期

的な成長トレンドに支えられる、ファンダメンタルズの優れた銘柄を中心に投資する方針で臨みました。 

 

  
（注）組入比率はアライアンス･バーンスタイン新興国成長株マザーファンドの純資産総額に対する割合です。 

（注）セクター別組入比率は、MSCI／S&PのGlobal Industry Classification Standard （GICS）の分類で区分

しています。 

（注）国別組入比率は、発行体の国籍や事業基盤等を考慮して区分しています。 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ａコース(為替ヘッジあり) 

その結果、セクター別では、情報技術セクターや資本財・サービス・セクターの組入比率が上昇しました。

一方、一般消費財・サービス・セクターや金融セクターの組入比率が低下しました。国別では、アメリカや韓

国の組入比率が上昇した一方、中国や台湾の組入比率が低下しました。 

 

個別銘柄では、中国の電子商取引会社のアリババ・グループ・ホールディングやインドの銀行のHDFC銀行な

どを買い増しました。一方、中国のネットサービス大手のテンセント・ホールディングスや世界 大の半導体

受託製造企業の台湾セミコンダクターなどを一部売却しました。 

 

株式の組入比率は期を通じて高い水準を維持しました。 

 

  
ベンチマークとの比較では、当期はセクター配分、

銘柄選択ともにマイナス要因となりました。 

セクター配分では、一般消費財・サービス・セクター

のオーバーウェイトやコミュニケーション・サービス・

セクターのアンダーウェイトなどがマイナス要因とな

りました。 

銘柄選択では、一般消費財・サービス・セクターや

金融セクターなどにおける選択がマイナス要因となり

ました。 

 

  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） ベンチマークは、MSCIエマージング・マーケット・インデック

ス（配当金込み、円ヘッジベース）です。 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ａコース(為替ヘッジあり) 

  
当期の収益分配については、配当等収益に基づき、基準価額水準、市場動向等を勘案し、見送ることとしま

した。なお、収益分配に充てなかった利益については、信託財産内に留保し「運用の基本方針」に基づいて運

用を行います。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第18期 

2022年８月30日～ 
2023年８月28日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 5,407  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の当期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） ｢当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 

（注） 上記表は、経費控除後の数値です。分配金の計算過程については、「損益の状況」の注記をご覧ください。 

 

  
＜当ファンド＞ 

引き続き、マザーファンド受益証券にほぼ全額投資する方針です。 

 

＜マザーファンド＞ 

新興国市場は国やセクター間、企業間のファンダメンタルズの格差が大きく、また為替や金利への感応度に

も差が大きいことから、選別的なアクティブ投資に適した環境と考えています。 

マザーファンドでは個別企業のファンダメンタルズにフォーカスし、長期的な観点から高いクオリティや

財務健全性が過小評価されている企業、あるいは力強い成長性を持ち、魅力的な長期トレンドを捉えている企

業に重点的に投資していく考えです。また、リスク管理の観点から経済サイクルやマクロ経済上のリスクを抑

制し、企業統治の劣る企業を避けるとともに、経済的および政治的リスクのある国については慎重に対応しま

す。引き続き、マザーファンドが採用する地域横断的な独自の個別銘柄リサーチにより、利益率が高く長期に

利益成長性が高い魅力的な企業を発掘することに努めます。 

 

今後も投資環境の変化に注意を払いながら運用にあたり、運用成果の向上に全力で取り組んでいく所存で

すので、引き続きご愛顧賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 
※将来の市場環境の変動等により、当該運用方針が変更される場合があります。 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ａコース(為替ヘッジあり) 

○１万口当たりの費用明細 (2022年８月30日～2023年８月28日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 227  1.843  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (122)  (0.987)  委託した資金の運用、基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 95)  (0.768)  購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内での
ファンドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 11)  (0.088)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 16   0.128   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 

 （ 株  式 ） ( 16)  (0.126)  売買委託手数料は、組入金融商品等の売買の際に売買仲介人に支払
う手数料 

 （ オ プ シ ョ ン 証 券 等 ） (  0)  (0.002)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 10   0.081   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 

 （ 株  式 ） ( 10)  (0.081)  有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

（d） そ の 他 費 用 16   0.128   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  6)  (0.045)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管お
よび資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ そ の 他 ） ( 10)  (0.083)  その他は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託財
産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用、受益権の管理事
務に係る費用、印刷業者等に支払う法定書類の作成・印刷・交付お
よび届出に係る費用等 

 合 計 269   2.180    

期中の平均基準価額は、12,344円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法に

より算出した結果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 

（注） 各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ａコース(為替ヘッジあり) 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は1.98％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ａコース(為替ヘッジあり) 

○売買及び取引の状況 (2022年８月30日～2023年８月28日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・新興国成長株マザーファンド 121,815 375,709 132,212 409,180 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2022年８月30日～2023年８月28日) 

 

項 目 
当 期 

アライアンス・バーンスタイン・新興国成長株マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 9,343,487千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 9,749,903千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.95   
 
（注） 株式売買金額は、受け渡し代金。 

（注） 平均組入株式時価総額は、各月末現在の組入株式時価総額(外貨建株式は、当該月末日の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算し

た額)の単純平均。 

（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年８月30日～2023年８月28日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ａコース(為替ヘッジあり) 

○組入資産の明細 (2023年８月28日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

アライアンス・バーンスタイン・新興国成長株マザーファンド 307,627 297,230 958,865 
 
（注） 単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2023年８月28日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

アライアンス・バーンスタイン・新興国成長株マザーファンド 958,865 97.7 

コール・ローン等、その他 22,078 2.3 

投資信託財産総額 980,943 100.0 
 
（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） アライアンス・バーンスタイン・新興国成長株マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（10,334,337千円）の投資信託

財産総額（10,509,461千円）に対する比率は98.3％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算に使用した為替レート

は、１米ドル＝146.55円、１ブラジルレアル＝30.0554円、１ポーランドズロチ＝35.4236円、１中国元＝20.1231円、１香港ドル＝

18.68円、１タイバーツ＝4.16円、100インドネシアルピア＝0.96円、100韓国ウォン＝11.10円、１新台湾ドル＝4.6043円、１サウジア

ラビアレヤル＝39.15円、１インドルピー＝1.78円です。 

 

  

親投資信託残高 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ａコース(為替ヘッジあり) 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年８月28日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 2,014,491,885   

 コール・ローン等 11,204,619   

 
アライアンス・バーンスタイン・新興国 
成長株マザーファンド(評価額) 

958,865,880   

 未収入金 1,044,421,386   

(B) 負債 1,070,835,738   

 未払金 1,060,474,578   

 未払解約金 1,432,163   

 未払信託報酬 8,642,352   

 未払利息 31   

 その他未払費用 286,614   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 943,656,147   

 元本 797,902,341   

 次期繰越損益金 145,753,806   

(D) 受益権総口数 797,902,341口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,827円 
 

（注） 期 首 元 本 額 713,942,312 円 、 期 中 追 加 設 定 元 本 額

239,999,711円、期中一部解約元本額156,039,682円。当期末現

在における１口当たり純資産額1.1827円。 
 

○損益の状況 (2022年８月30日～2023年８月28日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      4,182   

 支払利息 △      4,182   

(B) 有価証券売買損益 △ 79,457,869   

 売買益 203,782,015   

 売買損 △283,239,884   

(C) 信託報酬等 △ 17,298,680   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 96,760,731   

(E) 前期繰越損益金 △183,909,730   

(F) 追加信託差損益金 426,424,267   

 (配当等相当額) (  404,694,250)  

 (売買損益相当額) (   21,730,017)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 145,753,806   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 145,753,806   

 追加信託差損益金 426,424,267   

 (配当等相当額) (  404,694,250)  

 (売買損益相当額) (   21,730,017)  

 分配準備積立金 26,802,571   

 繰越損益金 △307,473,032   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額およびその他費用等を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 第18期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（0円）、

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額（0円）、

収益調整金額（404,694,250円）および分配準備積立金額

（26,802,571円）より分配対象収益額は431,496,821円（10,000

口当たり5,407円）ですが、当期に分配した金額はありません。
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ｂコース(為替ヘッジなし) 

Ｂコース(為替ヘッジなし) 
○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株  式 
組入比率 

株  式 
先物比率 

債  券 
組入比率 

投資信託 
証  券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 
14期(2019年８月28日) 14,130 230 △13.8 21,024 △12.0 98.8 － － － 6,109 
15期(2020年８月28日) 17,453 240 25.2 25,141 19.6 96.3 － － 0.8 6,224 
16期(2021年８月30日) 19,861 350 15.8 30,037 19.5 95.6 － － － 7,218 
17期(2022年８月29日) 19,664 0 △ 1.0 30,827 2.6 98.2 － － － 6,580 
18期(2023年８月28日) 19,739 0 0.4 32,349 4.9 98.3 － － － 6,328  

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､｢株式組入比率｣｢株式先物比率｣｢債券組入比率｣｢投資信託証券組入比率｣は実質比率を記

載しております｡ 
（注） 株式組入比率には、新株予約権証券、オプション証券等を含みます。 
（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率｡ 
 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ ％ 
2022年８月29日 19,664 － 30,827 － 98.2 － － － 

８月末 19,471 △ 1.0 30,471 △1.2 98.4 － － － 
９月末 17,964 △ 8.6 28,057 △9.0 98.1 － － － 
10月末 17,464 △11.2 27,827 △9.7 97.4 － － － 
11月末 18,399 △ 6.4 29,425 △4.5 96.3 － － － 
12月末 17,742 △ 9.8 28,318 △8.1 97.3 － － － 

2023年１月末 19,330 △ 1.7 30,371 △1.5 98.7 － － － 
２月末 18,868 △ 4.0 29,419 △4.6 98.8 － － － 
３月末 18,948 △ 3.6 29,454 △4.5 96.9 － － － 
４月末 18,255 △ 7.2 29,211 △5.2 95.2 － － － 
５月末 19,227 △ 2.2 30,475 △1.1 98.1 － － － 
６月末 20,405 3.8 32,317 4.8 97.3 － － － 
７月末 20,452 4.0 33,359 8.2 98.1 － － － 
(期  末)         

2023年８月28日 19,739 0.4 32,349 4.9 98.3 － － －  
（注） 各騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､｢株式組入比率｣｢株式先物比率｣｢債券組入比率｣｢投資信託証券組入比率｣は実質比率を記

載しております｡ 
（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率｡ 
（注） 月末は、各月の 終営業日です。 
 
※ ベンチマークについて 
当ファンドのベンチマークは「MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当金込み、円ベース）」です。「MSCIエマージング・マー
ケット・インデックス（配当金込み、円ベース）」は、MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当金込み、米ドルベース）をも
とに、わが国の対顧客電信売買相場の仲値を用いて委託会社が円換算したものです。ここでは当初設定日（2005年８月17日）を10,000とし
て指数化しております。MSCIエマージング・マーケット・インデックスは、世界のエマージング諸国の株式市場のパフォーマンスを測る指
数で、各国の株式時価総額等をベースに算出されたものです。 
当該指数に係る著作権等の知的財産権、その他一切の権利は、当該指数等の開発元または公表元に帰属します。 

    



品 名：02_90039_110581_110582_018_03_アライアンス・バーンスタイン・新興国成長株投信Ａコース／Ｂコース_978603.docx 

日 時：2023/10/02 17:45:00 

ページ：13 

 

 

－ 13 － 

アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ｂコース(為替ヘッジなし) 

  
アライアンス・バーンスタイン・新興国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし）(以下「当ファンド」とい

うことがあります。)の運用状況をご報告いたします。 

 

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 上記騰落率は、小数第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首（2022年８月29日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） ベンチマークは、MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当金込み、円ベース）です。 

 

○基準価額等の推移 

基準価額(分配金(税込み)再投資)は前期末比で上昇しました。ベンチマークであるMSCIエマージング・マー

ケット・インデックス(配当金込み、円ベース)との比較では、同インデックスを下回るパフォーマンスとなり

ました。 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ｂコース(為替ヘッジなし) 

○基準価額の主な変動要因 

上昇要因 

・情報技術関連や金融関連などの保有銘柄の価格上昇 

・円安米ドル高となったこと 

 

下落要因 

・一般消費財・サービス関連やコミュニケーション・サービス関連などの保有銘柄の価格下落 

 

  
【株式市場】 

新興国株式市場は、前期末比で若干上昇しました（現地通貨ベース）。 

 

期初から2022年10月末にかけては、長期化する欧米の金融引締め姿勢や米ドル高、中国のゼロ・コロナ政策

による不況懸念などから株価は下落しました。11月から2023年１月にかけては、米国の利上げペースの減速観

測や、中国の景気刺激策およびゼロ・コロナ政策終了後の経済回復などが好感され、上昇に転じました。２月

から３月中旬にかけては、米中の地政学的緊張の高まりに加え、世界的な金融不安から、再び軟調に推移しま

した。しかし３月後半には、金融当局の迅速な対応により金融不安が緩和されたことから反発し、その後７月

末にかけておおむね堅調に推移しました。世界的な半導体市場の上昇を背景とする韓国や台湾の株価上昇や、

堅調なマクロ経済を背景とするインドの株価上昇が後押ししました。また、中国政府が７月に景気刺激策を発

表したことも好材料となりました。８月以降期末にかけては、中国経済の回復の遅れや米国の利上げ長期化に

対する懸念から、反落しました。 

 

【為替市場】 

前期末比で円安米ドル高となりました。 

 

期初から2022年10月中旬にかけては、日米金利差の拡大を背景に円安米ドル高基調で推移しました。10月下

旬以降2023年１月半ばにかけては、米国国債金利の低下に加え、日本銀行(日銀)が長期金利の許容変動幅の拡

大を発表したことが市場では事実上の利上げと受け止められたことなどから、円高米ドル安基調で推移しま

した。その後期末にかけては、一時的に世界的な金融不安から円が買われる場面があったものの、日銀が緩和

政策を維持する一方で、米連邦準備理事会(FRB)による利上げの示唆などを背景に、米国長期金利が上昇した

ことから、円安米ドル高基調で推移しました。 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ｂコース(為替ヘッジなし) 

  
＜当ファンド＞ 

当ファンドはアライアンス・バーンスタイン・新興国成長株マザーファンド(以下「マザーファンド」とい

うことがあります。)受益証券への投資を通じて、主として新興国の株式に分散投資することにより、長期的

な信託財産の成長を目指します。実質外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行いません。 

 

当ファンドは期を通じて、ほぼ全額をマザーファンド受益証券に投資しました。 

 

＜マザーファンド＞ 

ボトムアップによるファンダメンタル分析を行い、高い利益成長もしくは持続的な利益成長の可能性が高

いと判断される銘柄を厳選します。運用にあたっては、市場のダウンサイド・リスクに注視しながらも、長期

的な成長トレンドに支えられる、ファンダメンタルズの優れた銘柄を中心に投資する方針で臨みました。 

 

  
（注）組入比率はアライアンス･バーンスタイン新興国成長株マザーファンドの純資産総額に対する割合です。 

（注）セクター別組入比率は、MSCI／S&PのGlobal Industry Classification Standard （GICS）の分類で区分

しています。 

（注）国別組入比率は、発行体の国籍や事業基盤等を考慮して区分しています。 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ｂコース(為替ヘッジなし) 

その結果、セクター別では、情報技術セクターや資本財・サービス・セクターの組入比率が上昇しました。

一方、一般消費財・サービス・セクターや金融セクターの組入比率が低下しました。国別では、アメリカや韓

国の組入比率が上昇した一方、中国や台湾の組入比率が低下しました。 

 

個別銘柄では、中国の電子商取引会社のアリババ・グループ・ホールディングやインドの銀行のHDFC銀行な

どを買い増しました。一方、中国のネットサービス大手のテンセント・ホールディングスや世界 大の半導体

受託製造企業の台湾セミコンダクターなどを一部売却しました。 

 

株式の組入比率は期を通じて高い水準を維持しました。 

 

  
ベンチマークとの比較では、当期はセクター配分、

銘柄選択ともにマイナス要因となりました。 

セクター配分では、一般消費財・サービス・セクター

のオーバーウェイトやコミュニケーション・サービス・

セクターのアンダーウェイトなどがマイナス要因とな

りました。 

銘柄選択では、一般消費財・サービス・セクターや

金融セクターなどにおける選択がマイナス要因となり

ました。 

 

  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） ベンチマークは、MSCIエマージング・マーケット・インデック

ス（配当金込み、円ベース）です。 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ｂコース(為替ヘッジなし) 

  
当期の収益分配については、配当等収益に基づき、基準価額水準、市場動向等を勘案し、見送ることとしま

した。なお、収益分配に充てなかった利益については、信託財産内に留保し「運用の基本方針」に基づいて運

用を行います。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第18期 

2022年８月30日～ 
2023年８月28日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 9,739  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の当期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 「当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 

（注） 上記表は、経費控除後の数値です。分配金の計算過程については、「損益の状況」の注記をご覧ください。 

 

  
＜当ファンド＞ 

引き続き、マザーファンド受益証券にほぼ全額投資する方針です。 

 

＜マザーファンド＞ 

新興国市場は国やセクター間、企業間のファンダメンタルズの格差が大きく、また為替や金利への感応度に

も差が大きいことから、選別的なアクティブ投資に適した環境と考えています。 

マザーファンドでは個別企業のファンダメンタルズにフォーカスし、長期的な観点から高いクオリティや

財務健全性が過小評価されている企業、あるいは力強い成長性を持ち、魅力的な長期トレンドを捉えている企

業に重点的に投資していく考えです。また、リスク管理の観点から経済サイクルやマクロ経済上のリスクを抑

制し、企業統治の劣る企業を避けるとともに、経済的および政治的リスクのある国については慎重に対応しま

す。引き続き、マザーファンドが採用する地域横断的な独自の個別銘柄リサーチにより、利益率が高く長期に

利益成長性が高い魅力的な企業を発掘することに努めます。 

 

今後も投資環境の変化に注意を払いながら運用にあたり、運用成果の向上に全力で取り組んでいく所存で

すので、引き続きご愛顧賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 
※将来の市場環境の変動等により、当該運用方針が変更される場合があります。 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ｂコース(為替ヘッジなし) 

○１万口当たりの費用明細 (2022年８月30日～2023年８月28日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 348  1.843  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (186)  (0.987)  委託した資金の運用、基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (145)  (0.768)  購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内での
ファンドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 17)  (0.088)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 25   0.130   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 

 （ 株  式 ） ( 24)  (0.128)  売買委託手数料は、組入金融商品等の売買の際に売買仲介人に支払
う手数料 

 （ オ プ シ ョ ン 証 券 等 ） (  0)  (0.002)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 15   0.081   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 

 （ 株  式 ） ( 15)  (0.081)  有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

（d） そ の 他 費 用 21   0.111   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  8)  (0.045)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管お
よび資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ そ の 他 ） ( 12)  (0.066)  その他は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託財
産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用、受益権の管理事
務に係る費用、印刷業者等に支払う法定書類の作成・印刷・交付お
よび届出に係る費用等 

 合 計 409   2.165    

期中の平均基準価額は、18,877円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法に

より算出した結果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 

（注） 各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ｂコース(為替ヘッジなし) 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は1.96％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ｂコース(為替ヘッジなし) 

○売買及び取引の状況 (2022年８月30日～2023年８月28日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・新興国成長株マザーファンド 144,503 446,872 268,290 825,680 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2022年８月30日～2023年８月28日) 

 

項 目 
当 期 

アライアンス・バーンスタイン・新興国成長株マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 9,343,487千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 9,749,903千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.95   
 
（注） 株式売買金額は、受け渡し代金。 

（注） 平均組入株式時価総額は、各月末現在の組入株式時価総額(外貨建株式は、当該月末日の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算し

た額)の単純平均。 

（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年８月30日～2023年８月28日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ｂコース(為替ヘッジなし) 

○組入資産の明細 (2023年８月28日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

アライアンス・バーンスタイン・新興国成長株マザーファンド 2,085,186 1,961,399 6,327,474 
 
（注） 単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2023年８月28日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

アライアンス・バーンスタイン・新興国成長株マザーファンド 6,327,474 99.0 

コール・ローン等、その他 62,376 1.0 

投資信託財産総額 6,389,850 100.0 
 
（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） アライアンス・バーンスタイン・新興国成長株マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（10,334,337千円）の投資信託

財産総額（10,509,461千円）に対する比率は98.3％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算に使用した為替レート

は、１米ドル＝146.55円、１ブラジルレアル＝30.0554円、１ポーランドズロチ＝35.4236円、１中国元＝20.1231円、１香港ドル＝

18.68円、１タイバーツ＝4.16円、100インドネシアルピア＝0.96円、100韓国ウォン＝11.10円、１新台湾ドル＝4.6043円、１サウジア

ラビアレヤル＝39.15円、１インドルピー＝1.78円です。 

 

  

親投資信託残高 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ｂコース(為替ヘッジなし) 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年８月28日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 6,389,850,527   

 コール・ローン等 3,116,015   

 
アライアンス・バーンスタイン・新興国 
成長株マザーファンド(評価額) 

6,327,474,512   

 未収入金 59,260,000   

(B) 負債 61,197,854   

 未払解約金 2,559,683   

 未払信託報酬 57,232,190   

 未払利息 8   

 その他未払費用 1,405,973   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 6,328,652,673   

 元本 3,206,117,219   

 次期繰越損益金 3,122,535,454   

(D) 受益権総口数 3,206,117,219口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 19,739円 
 

（注） 期 首 元 本 額 3,346,351,902 円 、 期 中 追 加 設 定 元 本 額

314,709,170円、期中一部解約元本額454,943,853円。当期末現

在における１口当たり純資産額1.9739円。 
 

○損益の状況 (2022年８月30日～2023年８月28日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        1,892   

 支払利息 △        1,892   

(B) 有価証券売買損益 156,689,588   

 売買益 187,188,744   

 売買損 △   30,499,156   

(C) 信託報酬等 △  116,361,830   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 40,325,866   

(E) 前期繰越損益金 1,090,142,801   

(F) 追加信託差損益金 1,992,066,787   

 (配当等相当額) (  1,606,870,895)  

 (売買損益相当額) (    385,195,892)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 3,122,535,454   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 3,122,535,454   

 追加信託差損益金 1,992,066,787   

 (配当等相当額) (  1,606,870,895)  

 (売買損益相当額) (    385,195,892)  

 分配準備積立金 1,144,910,041   

 繰越損益金 △   14,441,374   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額およびその他費用等を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 第18期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（0円）、

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額（0円）、

収益調整金額（1,977,625,413円）および分配準備積立金額

（1,144,910,041円）より分配対象収益額は3,122,535,454円

（10,000口当たり9,739円）ですが、当期に分配した金額はあり

ません。 
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
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